
（7）館林市議会だより　　　（ 5. 8. 1 ）

と
教
育
委
員
会
と
が
、
現
状
や

課
題
の
共
有
を
図
り
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
次
第
で
す
。

要
望
中
等
教
育
学
校
等
の
設

立
や
学
校
適
正
規
模
基
本
方
針

等
の
策
定
を
、
市
長
を
は
じ
め

関
係
当
局
に
は
、
様
々
な
方
面

か
ら
検
討
す
る
よ
う
に
強
く
要

望
し
ま
す
。

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て

質
問
ニ
ー
ズ
が
あ
り
な
が
ら

も
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り
通
級

指
導
を
断
念
す
る
保
護
者
が
い

る
な
ど
、
様
々
な
現
状
に
つ
い

て
の
課
題
解
決
に
向
け
て
教
育

委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
な
解
決

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

新
た
な
通
級
指
導
教
室

の
設
置
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
現
状
で
は
難
し
い
巡
回
指

導
に
つ
い
て
は
教
育
研
究
所
の

訪
問
相
談
を
支
援
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
自

立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

要
望
特
別
支
援
教
育
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め

に
、
通
級
指
導
教
室
の
増
設
や

巡
回
指
導
の
実
施
、
研
究
所
相

談
員
の
増
員
等
を
要
望
し
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
ハ
ザ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
は

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
信
時
の
避
難
場

所
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど

こ
に
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

答
弁

市
内
小
中
学
校
や
公
民

館
な
ど
、
地
震
の
際
の
避
難

所
と
同
じ
50
の
施
設
と
、

中
部
公
民
館
、
館
林
高

校
、
館
林
女
子
高
校
の

３
つ
を
合
わ
せ
た
53
の

施
設
が
国
民
保
護
の
避

難
施
設
と
し
て
県
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

学
校
適
正
規
模
に
つ
い
て

質
問
学
校
教
育
法
施
行
規
則

で
定
め
る
標
準
規
模
校
が
本
市

に
は
何
校
あ
る
の
か
。

答
弁

12
～
18
学
級
を
標
準
と

定
め
て
お
り
、
現
在
標
準
規
模

内
に
は
小
学
校
７
校
、
中
学
校

４
校
が
該
当
し
て
い
ま
す
。
５

年
後
に
は
小
学
校
５
校
、
中
学

校
２
校
と
な
る
見
通
し
で
す
。

質
問
桐
生
市
や
富
岡
市
で
は

「
学
校
適
正
規
模
の
基
本
方
針
」

等
を
策
定
し
て
い
る
が
、
本
市

の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁

学
校
の
小
規
模
化
に
つ

い
て
は
十
分
に
留
意
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
総
合

教
育
会
議
に
お
い
て
は
、
市
長

答
弁

県
民
全
体
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ

り
ま
す
と
、
令
和
２
年
は
全
体

の
約
38
％
、
令
和
３
年
は
約
61

％
、
令
和
４
年
は
約
68
％
が
着

用
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
制
度
を
創
設
す
る

考
え
は
。

答
弁

自
転
車
安
全
利
用
の
観

点
か
ら
、
今
後
の
着
用
状
況
を

注
視
し
、
調
査
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補

助
制
度
を
創
設
し
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
率
が
上
が
れ
ば
、
万
が

一
事
故
に
遭
っ
て
も
、
致
死
率

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
費

補
助
制
度

の
創
設
に

つ
い
て
は

要
望
と
し

ま
す
。

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

質
問
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
は
、
社
会
福
祉
法
に
お
い
て

市
部
80
世
帯
に
１
人
を「
標
準
」

と
し
て
定
め
て
お
り
ま
す
。
本

市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人
当

た
り
の
担
当
世
帯
数
は
。

答
弁

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人

当
た
り
の
担
当
世
帯
数
は
78
世

帯
で
す
。

要
望
行
政
側
が
先
入
観
を
抜

き
に
し
て
向
き
合
う
こ
と
、
そ

し
て
、
寄
り
添
う
べ
き
人
の
声

に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
伴

走
型
の
支
援
を
す
る
た
め
に
や

る
べ
き
こ
と
は
、
ま
だ
あ
る
と

考
え
ま
す
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
増
員
と
女
性
の
相
談
員
の
配

置
を
要
望
し
ま
す
。

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問
本
市
の
自
転
車
事
故
の

現
状
は
。

答
弁

市
内
で
は
、
令
和
２
年

は
38
件
、
令
和
３
年
は
60
件
、

令
和
４
年
は
57
件
、
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

質
問
自
転
車
保
険
の
加
入
状

況
は
。

答
弁

群
馬
県
民
全
体
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
２
年
は

県
民
の
約
68
％
、
令
和
３
年
は

約
74
％
、
令
和
４
年
は
約
75
％

が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
自
転
車
保
険
加
入
の
義

務
化
と
併
せ
て
、
自
転
車
利
用

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
も
努
力

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
は
。

自
転
車
の
安
全
対
策
と

　
　
　
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

学
校
適
正
規
模
及
び
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
発
信
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
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